
　　　　　縁（えん）　　　　　

　　　―縁、この不思議なもの―

　私の大好きな松下幸之助さんは　たくさん本を書いていることで知ら

れています。その中の一冊の題名が上の「縁、この不思議なもの」です。

　彼は長い人生の中でたくさんの人と出会いました。

　それらの人から多くのことを学びました。

　その人たちの中から「選りすぐりの人たち」について書かれています。

　私も最近感じるのですが、ちょっとした立ち話でも心が通じ合える話が

できると「一期一会（いちぎいちえ）」を感じるのです。

　本当にその人と　お会いできて喜んでいる自分を発見するのです。

　その人たちの中から長続きする「ご縁」が生まれたりします。

　そのようなご縁はできるだけ大事にしたいと考えているこの頃です。

　私にとって長い冬に別れを告げた「大きな変革」のあと、人と話す機会が

多くなりました。

　しかし「ご縁」に結びつく事は少なかったのですが、最近花が咲き始めた

ようです。

　年金生活でほとんどが自由に使える時間ですから、先方に合わせたスケ

ジュールを組める事も幸いしています。


